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平成  年  月  日 

 
   広島県知事 様 
  （土木局 河川課） 
      
 
 

申請団体名：     
代表者役職・氏名：              印 
住所： 〒 
     

 
 
 

河川底質改善技術開発支援事業 応募申請書 

 
 
    標記事業について、応募申請書を提出します。 

 
 
 

記 
 
    １．事業の名称 ： 河川底質改善技術開発支援事業 
 
    ２．添付資料  ： 登記簿謄本（登記事項証明書） 

そのほか、業種、資本金、従業員数がわかる資料 
 
    ３．連絡先及び連絡担当者名  
                 会社名：  
                 住 所： 〒 
                       
                 所 属：  
                 担当者：  
                 T E L：  

                 F A X：  

                 E-mail：  
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1. 技術の仕組み 

1-1 技術の仕組み 

 底質浄化・改善技術について、説明ください。例）基礎的な原理やメカニズムなど 

  
 

1-2 材料 

 底質浄化・改善に用いる技術および施工材料の原料構成を記入ください。 

 また、原料の化学組成を把握されている場合は、記入ください。 

 

1-3 適応性 

 底質浄化・改善技術を適用した実績があれば、記入ください。 

 なお、実績に関する資料等がある場合は、参考資料として添付してください。 
例）○○県○○市○○川で底質改善を実施（実施主体：○○県、○○団体） 
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2. 技術の効果・持続性 

2-1 効果の概要 

 底質浄化・改善技術によって期待される効果について記入ください。 

特に、以下の指標のいずれかについて、期待される効果があれば、具体的に記入ください。 

    ・有機汚濁指標：強熱減量、COD 

    ・有機汚濁に伴う嫌気化による汚濁指標：硫化物、酸化還元電位 

 

2-2 効果の発現に要する期間・効果の持続性 

底質浄化・改善技術を適用した際に効果が現れるまでの期間、及び効果の持続性を記入ください。 

 

3.技術の施工方法・コスト・維持管理 

3-1 施工方法および期間 

底質浄化・改善技術を実証試験場所（100m2）に適用する際の施工方法と施工期間を記入ください。 
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3-2 コスト 

実証試験場所（100m2）を施工する場合の材料費および施工コストを記入ください。 

材料費  

施工費  

3-3 維持管理 

効果発現までの期間、およびその後に維持管理が必要な場合、維持管理の必要性を記入ください。 

また、維持管理が必要な場合、その頻度（タイミング）およびコストを記入ください。 

 

4. 環境への影響の有無 

4-1 周辺環境への影響 

施工および試験中に考えられる周辺環境への影響（景観、生物影響、濁りの発生、廃棄物の発生、

リサイクル材の活用 等）の有無について、有無のいずれかに○を記入ください。 

また、その理由を具体的に記入ください。 

・周辺環境への影響は無い    ・周辺環境への影響が考えられる 
具体例： 



 
（別紙 1） 

12 

 

4-2 安全性 

化学的、生物的安全性（有害物質の溶出の可能性、細菌・微生物の安全性、生物的・生態的攪乱

の可能性 等）が確保されているか否かについて、可否のいずれかに○を記入ください。 

また、その理由を具体的に記入するとともに、必要に応じて、根拠資料（検査機関の証明書類等）

を添付してください。 

・化学的、生物的安全性が確保されている  ・化学的、生物的安全性が確保されていない 

具体例： 

4-3 整合性 

周辺の水面利用、河川管理との整合性（漁業、親水利用、景観、流水阻害 等）が確保されてい

るか否かについて、可否のいずれかに○を記入ください。 

また、その理由を具体的に記入ください。 

・整合性が確保されている    ・整合性が確保されていない 

具体例： 

5. その他特記事項 

 特記事項があれば記入ください。 

  

6. 参考資料 

  この他、提出したい資料および学術論文等があれば、参考資料として添付してください。 

※ なお、本申請書については、可能な範囲で具体的に記入ください。（必ずしも全ての項目につ

いて記入する必要はありません。） 

以  上 


